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本
報
告
の
目
的
は
二
○
世
紀
前
半
の
日
本
に
お
け
る
天
然
痘
の

発
生
・
種
痘
の
実
施
状
況
に
関
し
て
、
『
内
務
省
衛
生
局
年
報
」

に
収
め
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
元
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
コ

レ
ラ
・
赤
痢
・
腸
チ
フ
ス
へ
の
対
策
が
主
に
上
下
水
道
の
整
備
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
求
め
ら
れ
た
の
と
異
な
り
、
天
然
痘
に
は

明
治
初
期
か
ら
す
で
に
予
防
接
種
（
種
痘
）
と
い
う
形
が
選
択
さ

れ
た
。
こ
の
こ
と
は
流
行
と
そ
の
対
策
が
統
計
と
い
う
形
で
非
常

に
明
示
さ
れ
や
す
い
と
同
時
に
種
痘
義
務
者
に
対
す
る
接
種
状
況

（
種
痘
普
及
率
）
が
国
民
へ
の
衛
生
政
策
の
浸
透
度
合
を
一
定
程
度

示
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

明
治
期
以
降
の
流
行
状
況
と
種
痘
制
度
を
概
観
す
る
と
、
明
治

一
八
～
二
○
年
・
同
二
五
～
二
七
年
・
同
二
九
～
三
○
年
と
合
計

三
回
に
わ
た
っ
て
年
毎
の
罹
患
者
が
一
万
人
を
越
え
る
大
き
な
流

56

日
本
に
お
け
る
法
定
伝
染
病
統
計
の
分
析

一
九
○
○
’
一
九
六
○
（
二
）

市

川

智
生

行
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
明
治
四
一
年
に
罹
患
一
万
八
千
人
程
度

の
発
生
（
十
万
分
比
の
罹
患
率
は
三
五
・
一
）
が
見
ら
れ
た
の
ち
は

目
立
っ
た
流
行
は
姿
を
消
す
。
一
方
種
痘
に
関
し
て
は
明
治
三
年

「
大
学
東
校
種
痘
館
規
則
」
に
よ
り
開
始
さ
れ
、
そ
の
後
明
治
中

頃
天
然
痘
の
流
行
に
対
応
す
る
形
で
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
す

な
わ
ち
明
治
九
年
「
天
然
痘
予
防
規
則
」
・
「
種
痘
医
規
則
」
で
は

三
度
の
種
痘
義
務
化
・
流
行
時
に
お
け
る
臨
時
種
痘
・
違
反
者
へ

の
罰
則
規
定
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
明
治
一
八
年
「
種
痘
規
則
」

に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
が
対
象
と
す
る
時
期
で
は
明
治
四

一
年
の
天
然
痘
流
行
に
対
応
し
て
翌
年
に
「
種
痘
法
」
が
施
行
さ

れ
二
回
の
種
痘
と
な
り
、
「
保
護
者
ハ
未
成
年
者
ヲ
シ
テ
種
痘
ヲ

受
ケ
シ
ム
ル
ノ
義
務
ヲ
負
う
」
と
種
痘
義
務
が
明
文
化
さ
れ
た
。

な
お
同
法
は
昭
和
二
三
年
「
予
防
接
種
法
」
が
施
行
さ
れ
る
ま
で

効
力
を
も
っ
た
。

一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
天
然
痘
の
流
行
と
種
痘
の
制
度
化
と

い
う
試
行
錯
誤
の
後
、
大
正
・
昭
和
期
に
は
全
国
規
模
で
も
数
百

人
程
度
の
死
亡
者
が
発
生
す
る
の
み
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
戦

後
の
混
乱
に
伴
う
一
時
期
を
除
け
ば
二
○
世
紀
前
半
の
天
然
痘
は

根
絶
を
前
に
し
た
「
残
り
火
」
と
さ
れ
、
医
学
史
の
叙
述
に
お
い
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こ
の
よ
う
に
二
○
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
日
本
の
天
然
痘
は
、

以
前
ほ
ど
大
き
な
流
行
は
発
生
し
な
か
っ
た
が
罹
患
へ
の
危
険
性

が
減
少
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
し
、
種
痘
の
実
施
も
継
続
さ
れ

て
は
比
較
的
軽
視
さ
れ
る
理
由
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
昭
和
四
年
に
全
国
衛
生
課
長
会
議
で
の
調
査
命
令
を
受
け
た
井

口
乗
海
が
作
成
し
た
報
告
書
二
痘
瘡
予
防
に
関
調
査
報
告
』
）
の
中

で
は
、
「
流
行
病
学
的
観
察
」
と
し
て
当
時
の
状
況
を
分
析
に
お

い
て
、
死
亡
者
も
減
少
し
て
一
見
収
束
に
向
か
っ
て
い
る
か
の
様

だ
が
、
実
際
に
は
近
年
に
お
い
て
交
通
網
の
発
達
な
ど
に
よ
る

人
・
モ
ノ
の
移
動
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
、
海
外
か
ら
の
人
口
流

入
な
ど
と
も
関
連
し
て
依
然
天
然
痘
の
発
生
に
は
注
意
を
要
す
る

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
天
然
痘
が
最
早
根
絶
し
て
し
ま
っ
た
現
代

か
ら
見
れ
ば
「
残
り
火
」
で
あ
っ
て
も
当
時
に
お
い
て
は
な
お
譽

告
を
発
す
る
に
足
る
疾
病
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

ま
た
井
口
は
死
亡
だ
け
で
な
く
天
然
痘
に
よ
る
罹
患
状
況
に
も
注

意
を
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
罹
患
者
の
中
で
も
既
痘
者
の
死

亡
率
が
未
痘
者
の
死
亡
率
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
大

き
な
流
行
が
発
生
し
て
い
な
い
時
期
で
も
種
痘
の
重
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
の
で
あ
る
、

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
天
然
痘
に
よ
る
死
亡
に
加
え

て
罹
患
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
で
対
象
を
拡
大
し
種
痘
の
普

及
率
・
臨
時
種
痘
と
の
相
関
関
係
の
分
析
を
行
な
う
。
そ
の
際
特

に
地
域
間
（
道
府
県
単
位
）
で
の
相
違
に
注
意
す
る
こ
と
と
し
た

い
。
例
え
ば
明
治
四
一
年
の
天
然
痘
罹
患
状
況
は
近
畿
地
方
に
お

い
て
顕
著
で
あ
る
が
東
北
地
方
で
は
ほ
と
ん
ど
発
生
が
見
ら
れ
な

い
な
ど
、
国
内
で
の
地
域
差
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
種
痘
普
及
率
に
つ
い
て
も
全
国
平
均
で
は
こ
の
時
期
九
○

％
を
越
え
て
い
た
が
、
府
県
単
位
で
見
た
場
合
に
は
地
域
に
よ
る

格
差
が
存
在
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
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